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ワークショップ 24 

企画名 後期研修プログラム はじめの一歩 ～ポートフォリオ作成支援を中心に～ 

日時 2017 年 5 月 14 日（日） 9:15～10:45 

会場 第 6 会場 （サンポートホール高松 ホール棟 7F 第 3 リハーサル室） 

企画責任者 横谷 省治（筑波大学医学医療系 北茨城地域医療教育ステーション） 

定員 54 名 

開催の目的・概要 

【開催の目的】 

 この数?で家庭医?専門研修プログラム数が急増し、これから新たに専攻医を迎えようというプログラム

がたくさんあります。一人目の専攻医が入って研修が始まると、計画時には思い至らなかった問題が次々

出てくるものです。「家庭医?・総合診?を系統的に学んだことのない世代の指導医が、診?だけでなく学問

的な面をどう指導するとよいだろうか」、「ポートフォリオの指導は本当にこれで?いのだろうか」、「研修

手帳をどう活用したらよい？」などなど。 

 特にポートフォリオの作成支援に困っているプログラムは多いのではないでしょうか。2015 年度の後

期研修プログラム年次報告によると、プログラム責任者への質問では 25%のプログラムがポートフォリ

オ作成支援を行えていないと回答し、専攻医への質問ではポートフォリオ作成支援に満足していると回

答したのは 57%のプログラムでした。 

 そこでこのワークショップでは、ポートフォリオ作成支援を題材に、より良いプログラムの運営を検

討することを目的とします。 

【概要】 

 スタートして間もないプログラムの責任者や指導医としての共通の悩みを共有し、経験者のノウハウ

も参考にしながら、具体的な解決策を見つけていきます。なお、参加対象者は後期研修プログラムの責

任者または指導医に限定いたします。特に「はじめの一歩」を踏み出そうとする、あるいは踏み出した

ばかりの後期研修プログラムの方を歓迎いたします。 


